
 

 

令和 5年度 第 1回 医師のすそ野を広げる研修会 
第 1回 在宅医療・介護連携多職種研修会 

 

『グリーフと意思決定支援』 
  
  

医療・介護に携わる私達にとって、緩和ケアそしていずれ訪れるグリーフケアは、必要不可欠

なスキルとなってきています。 

緩和ケアにおいて、薬物治療による身体的な痛みへの対処は主に医師の役割ですが、話を

聞くことや相談に乗ることで精神的・社会的・霊的な痛みを和らげることは、多職種が深く関与

することができる領域です。 

また、大切な方を亡くされて悲しみを抱えている人を支えていくグリーフケアも、多職種で

関わっていくことが重要となる場面です。 

今回の研修では、グリーフの考え方をベースに患者・家族の意思決定支援を実践している医

師を講師にお招きし、その考え方や実践の方法を学びます。 

きっと明日からあなたの関わる現場の景色が少し変わって見えるはずです。 

多くの皆様のご参加をお待ちしています。 
 

*「グリーフ(grief)」は英語で、喪失体験によって湧き上がってきた感情や考えを、思いのままに表に出せず、 

心にフタをして抑え込んでしまった状態を言い、日本では主に「悲嘆」と訳されています。 

 

 

 

日時  2023年 6月 19日（月）  

19:30～21：00 （開場 19：00） 

会場  医師会館ホール 100名 

    対象  医療介護関係者 

講師  小澤康太 医師 
 

 
講師紹介  JCHO横浜中央病院 総合診療科 医長 

医療法人社団 正拓会 湘南太平台病院 非常勤医師 
横浜市中区 ACP普及開発プロジェクトチーム 委員 
一般社団法人 訪問看護支援協会 ACP基礎講座 講師 
一般社団法人 グリーフサポート研究所 理事 
一般社団法人 グリーフサポート研究所認定 グリーフサポートバディ 

 

共催  藤沢市医師会在宅医療支援センター・藤沢市健康医療部地域医療推進課 

申し込みは裏面にあります。 


